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児童主体による
個別最適な学びの実現

～ICT活用を通した算数科の

授業デザイン～

南部広域行政組合島尻教育研究所 第６２期研究員

豊見城市立長嶺小学校 金城一樹



目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

変化大

教育の在り方
現在の

画一的な教育

個別最適な学び

ICTの活用
個別最適な
学びの実現
に繋がる

報告書
Ｐ１



これまでの実践･･･

Googleスライド ロイロノートICTドリル

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ１



これまでの実践･･･

課
題
①

課
題
②

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

他の事をするできる事だけをする 深まらない

報告書
Ｐ１



これまでの実践･･･

課
題
①

課
題
②

個別最適
な学び

改
善

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ１



児童主体による
個別最適な学びの実現

～ICT活用を通した算数科の
授業デザイン～

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ２



目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

学
力
と
の
関
係

意
欲
等
の
変
容

報告書
Ｐ２



(1)「個別最適な学び」とは
(2)  算数における「個別最適な学び」

研究内容１ 「個別最適な学び」について

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

研究内容２ 「授業デザイン」について

(1)算数における単元構成
(2)自由進度学習
(3)自由進度学習の４５分の流れ

研究内容3 「ICTの活用」について



（１）個別最適な学び

引用 文部科学省「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実（イメージ）（2020）の一部

協働的な学び

ＩＣＴ活用

一人一人に
寄り添える

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ２



（２）算数科における「個別最適な学び」

算数の
学習すべき内容

子どもに全
てを委ねる

ドリル型

学習内容が
身につかない

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

既習事項を使い
新しい知識をつくり出す子

最終目標
自ら課題を見つけ
学び続ける子

報告書
Ｐ３



(1)「個別最適な学び」とは
(2)  算数における「個別最適な学び」

研究内容１ 「個別最適な学び」について

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

研究内容２ 「授業デザイン」について

(1)算数における単元構成
(2)自由進度学習
(3)自由進度学習の４５分の流れ

研究内容3 「ICTの活用」について



（１）算数科における単元構成

一斉 一斉個別

前半 中盤 終盤

知識・技能や
数学的な見方・
考え方の確認

【自由進度学習】
新たな知識の創造

を目指す。状況に応
じ、一斉の時間も予
想される。

共有すること
で定着＆新たな
気づきを促す

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ３



（２）自由進度学習

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

自己選択・自己決定

学び方 進 度

学習内容の定着と
深化が期待できる

教師の役割も重要

報告書
Ｐ３



（３）４５分の流れ

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

①自らのペースで
学びやすい

②自然と協働的な
活動が起こる

③困ったときの
手立てがある

報告書
Ｐ４



(1)「個別最適な学び」とは
(2)  算数における「個別最適な学び」

研究内容１ 「個別最適な学び」について

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

研究内容２ 「授業デザイン」について

(1)算数における単元構成
(2)自由進度学習
(3)自由進度学習の４５分の流れ

研究内容3 「ICTの活用」について



研究内容３ 「ICTの活用」について

ICTは必要不可欠

１人１台端末

思考の
共有

情報の
蓄積

教師の
見取り

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

個に応じた

支援

報告書
Ｐ５



研究内容３ ICTの活用場面

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

学習
進行表

課題解決
（ミッション）

課題
把握

チャレンジ

問題

めあて
ふりか

えり

レベル
  アップ
   タイム

動
画

動
画

報告書
Ｐ５



単元について ４年算数 「わり算の筆算（２）」

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ６



単元計画
１～３時

基礎基本
の確認

４～１０時

自由進度
学習

１１～１２時

単元の
まとめ

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ６



「各ステージの学習進行表」（スプレッドシート）

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ７



課題把握（動画）

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ７



めあて設定（選択式）

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ８



ミッション（スプレッドシート）

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ８



ミッションの個に応じた手立て

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ８

https://lookerstudio.google.com/reporting/08c0f3ec-8004-421e-b200-d16baba9c372
https://sites.google.com/tomi.ed.jp/box?usp=sharing


チャレンジ問題（ノート）

①児童は、ノートに書いて解く。
②自分で解答をする。
③写真をとる。
④Googleフォームで送信
⑤教師用のルッカ－スタジオに集
約する
⑥教師が児童の理解度を把握で
き、フィードバックする。

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ９



ふりかえり（スプレッドシート）

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ９



レベルアップタイム

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

報告書
Ｐ９

https://docs.google.com/presentation/d/1zabXrcxxSzDqnEav57aGWogUk7LOxCFbP6sQTcNWEc0/edit?usp=drive_link


個別最適な学びの支援者

複数人で学ぶ児童授業中の様子

１人学びの児童

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

全体での共有

報告書
Ｐ１０



児童主体による
個別最適な学びの実現

～ICT活用を通した算数科の
授業デザイン～

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

児童の変容について
①児童アンケート②ノート記述③学習
進行表④学習状況の観察⑤テスト

上記５つの分析を行う

報告書
Ｐ１０



目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

１ 算数の学習意欲 (１)アンケート結果から

６０％

７０％

報告書
Ｐ１０



報告書
Ｐ１０

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

１ 算数の学習意欲 (１)アンケート結果から

意欲の
向上



     自分の
考えを

書く

      友達と
一緒に
考える

教師に
質問
する

板書
を写す

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

１ 算数の学習意欲 (２)教師による観察から

実施前→気分にムラがあり、板書はほとんどしない。

答えを
書く

自由進度学習になると・・・
学習意欲が高まった！！

自分のペースで進めら
れるから（＾０＾）

報告書
Ｐ１１



目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

２ 算数におけるICTの効果

５７％

９１％

報告書
Ｐ１２



目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

２ 算数におけるICTの効果

「自由進度学習」
を行ったことが
学びやすくなった
１つの要因

「ICTによる思考
の共有」の効果が
あった

「ICTの個に応じ
た支援」の効果が
あったc

報告書
Ｐ１２



目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

３ 個別最適な学びの実現(１)アンケート結果から

９７％

報告書
Ｐ１３



目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

３ 個別最適な学びの実現(１)アンケート結果から

９７％

報告書
Ｐ１３



目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

３ 個別最適な学びの実現(２)教師による観察から

・面倒くさい→遅い ・教えることが苦手・分からない→離席

③Dさん：算数が得意①Bさん：算数が苦手 ②Cさん：やる気が出ない

・２年生のかけ算から
開始(ICTドリル)

・３年の「あまりのあ
るわり算」まで習得

・意欲的。自分の学び方
を意識した振り返り

・自由進度学習が良い

・高い目標を立て、説明
活動に取り組んだ

・問題や動画作成など、
常にレベルアップ

三者三様：個別最適な学び

報告書
Ｐ１３



個別最適な学びの充実

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

４ 個別最適な学びの実践と学力の関係

一斉授業と
同程度の結果

いつも友達に聞くので
はなく、自分の力ででき
るように頑張りたい！！

改善

理解を深める
ための

学習活動

理解度確認の
ための

チャレンジ問題

報告書
Ｐ１４



報告書
Ｐ１５１ 成果

児童主体による個別最適な学びの実現

授業デザイン
ＩＣＴの活用

★共有・蓄積・支援・見取り
が効果的。

★個別最適な学びの手助け

有効

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

自由進度学習
★進度や学び方を自己選
択・自己決定できる

★意欲的な児童が増加

研究テーマ



小テスト
  の実施

２ 課題

学習のさらなる理解度につなげる

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

児童自身が達成状況を
認識する場面の設定

報告書
Ｐ１５

ICTの効果的
な活用の検討



今後の展望

目標
テーマ
設定理由 方法 内容 実践 まとめ 成果と

課題

両方を実現できる授業デザイン

引用 文部科学省「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実（イメージ）（2020）の一部

報告書
Ｐ１５



児童主体による個別最適な学びの実現
～ICT活用を通した算数科の授業デザイン～

第６２期研究員
長嶺小学校 金城一樹

子どもも大人も
個別最適な学びが
できると素敵だね★
ご清聴ありがとう
ございました♪

〈令和７年度 島尻教育研究所 前期研究員 研究報告〉
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